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黒
人
女
性
の
「
日
常
的
抵
抗
」
と

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト

西
洋
史
学
専
攻

日
　
野
　
彩
　
香

一
九
五
五
年
十
二
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ラ
バ
マ
州
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
に
お
い
て
黒
人

女
性
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
が
バ
ス
で
白
人
に
席
を
譲
ら
な
か
っ
た
た
め
に
逮
捕
さ
れ
た
。
こ

の
逮
捕
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
、
一
般
的
に
六
〇
年
代
に
最
盛
期
を
迎

え
る
公
民
権
運
動
の
出
発
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
Jr.
は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
と
平
等
を
象
徴
す
る
人
物
と
し
て
記
憶
さ

れ
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
バ

ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
ロ
ー
ザ
・
パ
ー
ク
ス
の
逮
捕
に
よ
っ
て
突
然
始
ま
っ
た
も
の
で
も
、
あ

る
い
は
キ
ン
グ
が
計
画
し
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
運
動
が
始
ま
る
ま
で
に
は
、
黒
人
大
衆
、

特
に
労
働
者
階
級
の
黒
人
女
性
に
よ
る
人
種
隔
離
に
対
す
る
「
日
常
的
抵
抗
」
と
い
う
長
期

に
わ
た
る
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
目
的
は
、
名
も
な
き
黒
人
女
性
の
日
常

的
抵
抗
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
無
関
心
で
受
動
的
だ
と
さ
れ
て
き
た
黒
人
大
衆
を
、

組
織
化
さ
れ
な
い
形
で
抵
抗
を
繰
り
返
し
て
き
た
集
団
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
公
民
権
運
動
史
研
究
の
抱
え
る
二
つ
の
問
題
点
、
す
な

わ
ち
キ
ン
グ
中
心
の
語
り
と
、
人
種
差
別
に
対
し
て
一
体
と
な
っ
て
戦
う
黒
人
と
い
う
「
黒

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
美
化
・
単
純
化
の
傾
向
を
修
正
し
、
新
た
な
公
民
権
運
動
史
像
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、「
日
常
的
抵
抗
」
概
念
の
生
成
背
景
と
そ
の
批
判
的
有
効
性
に
つ
い
て
、
サ

バ
ル
タ
ン
研
究
と
東
南
ア
ジ
ア
政
治
の
研
究
者
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
の
方

法
論
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。「
日
常
的
抵
抗
」
と
は
、
権
力
の
面
前
で
話
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
「
舞
台
裏
」
の
言
説
、
ス
コ
ッ
ト
の
定
義
す
るh

idden
tran

script

の
「
舞
台
の
上
で
の
」

表
現
で
あ
り
、
こ
の
「
日
常
的
抵
抗
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
的
な
支
配
―
従

属
関
係
の
裏
に
あ
る
従
属
集
団
の
広
大
な
政
治
領
域
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
二
章
で
は
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
実
質
上
支
え
た
黒
人
家
政
婦
の

「
日
常
的
抵
抗
」
の
技
法
を
、
彼
女
た
ち
の
職
場
で
あ
る
白
人
家
庭
と
、
そ
の
通
勤
手
段
で
あ

る
バ
ス
と
い
う
二
つ
の
場
か
ら
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
バ
ス
と
い
う
「
場
」
の
持
つ
重

要
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
章
で
は
、
バ
ス
で
の
「
日
常
的
抵
抗
」
が
ど
の
よ
う

に
し
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
結
び
つ
い
た
の
か
と
い
う
点
と
、
運
動

の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

黒
人
女
性
の
「
日
常
的
抵
抗
」
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
労

働
運
動
史
と
公
民
権
運
動
史
と
の
間
に
横
た
わ
る
深
い
断
絶
を
埋
め
る
試
み
で
も
あ
る
。
大

き
な
物
語
に
回
収
さ
れ
な
い
黒
人
の
経
験
を
描
い
た
こ
の
論
文
を
通
し
て
、
日
常
の
な
か
に

こ
そ
黒
人
の
政
治
の
真
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
証
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
い
る
。
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シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
植
民
地
化
計
画
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
ヘ
ン
リ
･
ス
ミ
ー
ス
マ
ン
の
移
民
計
画
書
を
中
心
に
―

西
洋
史
学
専
攻

宇
都
木
　
佳
　
子

西
ア
フ
リ
カ
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
は
一
九
六
一
年
に
独
立
す
る
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で

あ
っ
た
。
最
初
の
移
民
者
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
際
に
イ
ギ
リ
ス
側
に
つ
い
て
戦

っ
た
黒
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
黒
人
ロ
イ
ア
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
彼
ら
黒
人
の
海
外
移
民
に
対

し
て
は
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
た
ち
の
人
道
主
義
的
動
機
に
起
因
す
る
、
と
す
る
も
の
と
、

人
種
差
別
主
義
的
動
機
に
起
因
す
る
、
と
す
る
二
つ
の
研
究
成
果
が
あ
っ
た
。

本
研
究
の
目
的
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
下
層
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
の
海
外
移

民
の
意
義
を
問
い
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
へ
の
移
民
計
画
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ヘ
ン
リ
・

ス
ミ
ー
ス
マ
ン
の
移
民
計
画
書
を
考
察
し
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
対
ア
フ
リ
カ
関
係
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
解
釈
に
一
石
を
投
じ
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
計
画
を
再
考
察
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
は
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
移
民
計
画
は
黒
人
の
「
排
除
」
で
は
な
く
、
戦
後
処
理
の

一
方
策
と
し
て
黒
人
ロ
イ
ア
リ
ス
ト
に
対
す
る
海
外
移
民
政
策
と
し
て
考
え
出
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
黒
人
」
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
「
特
別
」
な
こ
と
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
第
二
章
で
は
ヘ
ン
リ
・
ス
ミ
ー
ス
マ
ン
の
移
民
計
画
書
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
、
あ
る
い
は
支
配
階
級
が
こ
の
計
画
に
希
求
し
た
も
の
は
、

熱
帯
の
地
を
支
配
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
黒
人
を
強
制
的
、
あ
る
い
は
半
強
制
的

な
労
働
者
と
見
な
し
、
ア
フ
リ
カ
を
経
済
的
、
又
領
土
的
に
支
配
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と

を
論
じ
た
。
第
三
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
西
ア
フ
リ
カ
で
行
っ
た
二
つ
の
活
動
、
ア
フ
リ
カ

協
会
お
よ
び
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
会
社
に
関
わ
っ
た
中
心
的
人
物
の
思
考
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
彼
ら
の
目
的
が
、
熱
帯
の
地
を
支
配
す
る
こ
と
、
原
住
民
を
文
明
化
す
る
こ
と
で
合
法

貿
易
を
行
い
、
西
ア
フ
リ
カ
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
植
民
地
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
奴
隷
貿
易
廃
止
運
動
も
ま
た
そ
の
目
的
の
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

従
来
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
移
民
計
画
は
、
た
し
か
に

ス
ポ
ン
サ
ー
た
ち
の
人
道
主
義
的
な
動
機
か
ら
開
始
さ
れ
た
植
民
計
画
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら

の
人
道
主
義
に
は
重
商
主
義
的
要
素
が
内
在
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ス
ミ
ー
ス
マ
ン
の
移

民
計
画
書
に
基
づ
い
た
こ
の
移
民
計
画
は
、「
白
人
の
原
理
」
に
基
づ
く
合
理
性
を
反
映
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
帝
国
主
義
支
配
へ
の
変
容
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
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ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
メ
デ
ィ
チ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

―
学
芸
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
見
る
メ
デ
ィ
チ
家
支
配
の
側
面
―

西
洋
史
学
専
攻

山
　
崎
　
瑞
　
代

一
四
〇
〇
年
代
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

の
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
メ
デ
ィ
チ
家
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
パ
ト
ロ
ネ
ー

ジ
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
円
滑
な
政
治
を
運
営
す
る
た
め
や
、
家
門
を
強
固
に

す
る
た
め
な
ど
の
手
段
と
化
し
て
い
た
。
有
力
な
家
門
は
こ
ぞ
っ
て
多
様
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

を
行
っ
た
が
、
ど
の
家
門
よ
り
も
大
き
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
網
を
張
り
巡
ら
す
こ
と
が
出
来

た
の
が
メ
デ
ィ
チ
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
メ
デ
ィ
チ
の
財
力
と
メ
デ
ィ

チ
・
パ
ル
チ
ザ
ン
と
い
わ
れ
る
豊
富
な
人
材
で
あ
っ
た
。

本
論
は
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
中
で
、
プ
ラ
ト
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
復
興
と
い
う
二
つ
の
学
芸
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
特
徴
に
焦
点
を

当
て
る
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
学
芸
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
、
プ
ラ
ト
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
に
研

究
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
私
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
復
興
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
、
よ
り
政

治
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
と
考
え
、
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
で
プ
ラ
ト

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
同
様
に
、
彼
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を

検
証
す
る
。

ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
、
プ
ラ
ト
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
達

を
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
す
る
と
共
に
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
自
身
も
彼
等
達
と
の
交
わ
り
を
楽
し
ん
だ
。

一
方
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
は
、
何
度
も
開
校
と
閉
鎖
を
繰
り
返
し
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
の
一
部
を
ピ
サ
大
学
に
移
転
さ
せ
る
こ

と
で
復
興
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
、
従
属
都
市
ピ
サ
へ
の
経
済
的
な
支
援
策
の
一
つ
で
あ
る

と
同
時
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
大
学
を
維
持
し
復
興
さ
せ
る
と
い
う
国
家
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
の
背
景
に
は
、
従
属
都
市
ピ
サ
の
経
済
支
援
と
謳
い
な
が
ら
、

そ
の
復
興
資
金
の
一
部
は
別
の
従
属
都
市
ヴ
ォ
ル
テ
ッ
ラ
か
ら
強
引
に
取
得
し
た
明
礬
鉱
か

ら
の
利
益
を
充
当
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
た
。
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
政
権
を
担
っ
て
間

も
な
い
時
代
の
こ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
、
彼
の
政
権
確
立
を
誇
示
す
る
た
め
の
性
急
な
表
れ

と
も
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
国
家
の
大
学
の
必
要
性
を
認
識
し
た
パ
ト

ロ
ネ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
彼
の
こ
の
意
識
は
、
大
学
の
積
極
的
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
を
行
わ
な
か

っ
た
父
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
や
、
祖
父
コ
シ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
よ
り
も
近
代
的
な
感

覚
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
、
大
学
を
復
興
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
復
興
策
や
資
金
運
営
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

の
販
路
を
も
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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